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各位

昨年 3 月 15 日、IACS（International Association of Classification Societies）はBulk Carrierの安全性

の向上を図るため、8 つの項目からなる対策の実施につきプレスリリースを発表しました。（ClassNK
テクニカル・インフォメーション No. TEC-0451 参照）

また昨年 12 月に開催された IMO の第 76 回海上安全委員会（MSC76）において、Bulk Carrier に対

し、浸水警報の設置、遠隔排水装置の設置、点検設備の設置などの対策が SOLAS 改正として採択

されております。（ClassNK テクニカル・インフォメーション No. TEC-0498 参照）

これら IACS及びSOLAS改正で要求されている対策につきましては、実施に向け弊会規則への取り

入れ作業を進めておりますが、実施される安全対策につきましてその概要を添付の通りまとめました

のでお知らせ致します。

なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。

お問い合わせ先

就航船及び建造中の船舶に対する検査一般について 検査技術部
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弊会規則への取り入れについて 開発部

Tel:043-294-6672  Fax: 043-294-6699
E-mail: dvd@classnk.or.jp

本件 ClassNK Technical Information 全般に関して 国際室

Tel: 03-5226-2038  Fax: 03-5226-2039
E-mail: xad@classnk.or.jp
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添付：Bulk Carrier に対する安全対策 適用一覧
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